
iCell® マクロファージ 2.0 は FUJIFILM Cellular Dynamics 社 (FCDI) が製造するヒト iPS 細胞から分化誘導し
たマクロファージです。炎症性および抗炎症性刺激に応答して、サイトカイン放出や貪食作用を行います。解凍後 1 日の
リカバリーを経て使用することができ、各種 iCell 細胞との共培養も可能です。

iCell® マクロファージ 2.0

iCell® マクロファージ2.0 の特⾧

✔ 高純度な細胞集団
マクロファージのマーカーの CD68 を 90% 以上の細胞集団で発現しております。

✔ 播種後すぐにアッセイ可能
播種後最短 1 日目からアッセイが可能です。

✔ マクロファージの機能を再現
炎症性 / 抗炎症性サイトカイン刺激誘導サイトカイン放出・形態変化に加えて貪食作用もみとめられております。

✔他 iCell® 製品との共培養実績
iCell® 心筋細胞、iCell 肝細胞 2.0、そして iCell 知覚神経細胞との共培養の報告があり、特に iCell 肝細胞 2.0 と iCell
知覚神経細胞では共通ドナー由来細胞での共培養が可能です。

希望納入価格（円）容量品名メーカーコードコードNo.
394,0001 vial (1.0 x 10⁶ cells)iCell® マクロファージ 2.0 - 01279C1193557-54111

製品一覧

細胞性状

iCell® マクロファージ 2.0 はヒト iPS 細
胞から iCell® 血液前駆細胞を経て公
開されている分化法を基に分化が行われ
ております (Munn, et al. 2021)。通常
時の iCell マクロファージ 2.0 は球状の細
胞形態を示します。なお、iCell® 血液前
駆細胞も製品ラインナップにございます。

播種後 4 日目における iCell® マクロ
ファージ 2.0 のフローサイトメトリー解析。
マーカーである CD68 が細胞集団の
90 %以上で確認された他、炎症性マー
カーおよび抗炎症性マーカーを発現してい
ます。さらに、CD169 や CD1a といった
抗原提示分子の発現を確認しております。



製品情報

製品情報に関するご案内

下記 URL もしくは QR コードより、当社 HP 内の各種情報をご覧いただけます。

User’s Guide 表紙
(製品紹介ページにてダウンロード可能です)

iCell® マクロファージ 2.0 に関する情報、ドキュメントを公開しています。

アプリケーション

25700培01

iCell® マクロファージ 2.0 は LPS
単独処置もしくは LPS と炎症性サイ
トカインである IFNγ の併用処置によ
り、 用量依存的な TNFα および IL-
6 放出を示します。

pHrodo 標識した黄色ブドウ球菌
(SA) に対する iCell マクロファージの
貪食能評価。iCell マクロファージ2.0
が pH rodo 標識 SA を貪食するこ
とにより、リソソーム内の pH rodo が
赤色を呈します。iCell マクロファージ
2.0 は経時的な貪食能を示しました。

https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/03233.html
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